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　新年あけましておめでとうございます。
　平成 26 年 4 月に名古屋工業大学第 12 代学長に就任しました。年頭にあたり、一言ご挨拶申し
上げます。
　JFCC と本学の研究交流は個々の教員レベルで始まりましたが、本学が 2002 年に 21 世紀 COE「環
境調和セラミックス科学の世界拠点」に採択されたのを期に組織的な協力関係が築かれ、2005 年
には共同研究の推進、計測分析における技術の相互補完及び機器等の相互活用などについての連携
協定が締結されました。その後は、本学の「セラミックス科学教育研究院」での共同研究活動に引
き継がれ、これまで数多くの研究成果を上げてまいりました。また、教育面においては、2008 年
に設置した未来材料創成工学専攻での連携講座に JFCC 研究員を客員教授・准教授としてお迎えし、
修士・博士の研究指導や講義を担当していただいております。本学は、2013 年度に実施された国
立大学のミッション再定義で、セラミックス関連分野において世界トップレベルの研究実績を有す
る大学との評価をいただきました。この場をお借りして、これまでのご支援・ご協力に改めて感謝
申し上げる次第です。
　さて、昨今、アベノミクス成長戦略の一環として、日本再興戦略、産業競争力会議などにおいて
産学官連携に関わる提言が研究と教育の面からなされています。
　研究面では、新たなイノベーション創出をめざしてわが国の研究体制を強化するため、イノベー
ション・ナショナルシステムの改革が提言されています。とくに、公的研究機関に対しては、大学・
基礎的研究機関から産業界への「橋渡し機能の強化」が期待されています。具体的には、１）大学
等からの技術シーズの吸上げを目的とした大学・研究機関間の人的交流を促進するための「クロス
アポイント制度」など新たな雇用関係の導入、２）産業ニーズに即した研究内容を設定するための
マーケッティング部門の設置、３）事業化への企業のコミットメント、４）戦略的な知財管理など
です。組織改革や資源配分の見直しをともなう提言ですが、基本は、人材の育成と人的交流の促進
にあります。大学、研究機関、企業の研究者・技術者がラウンドテーブルを囲んでシーズとニーズ
をマッチングしていく効果的な舞台装置とそれを企画、演出するマネージャとディレクタの育成が、
技術の橋渡しの鍵であると考えます。
　一方、教育面では、産官学による教育連携の強化が求められています。本学は「実践的工学エリー
ト」の育成を教育理念に掲げて大学改革に取り組んでいますが、その中で、産業界の求める人材像、
教育方法への意見を教育プログラムの改善に反映する、わが国初となる「産学官教育連携会議」を
開設しました。また、実践力を涵養するためには、社会や産業界における研究実装体験が不可欠で
す。長期にわたる研究型インターンシップ、海外研究派遣、産業界の研究者・技術者による実践的
講義・演習の充実、中小企業の技術シーズと学生の創造力との出会いを新たな製品に結び付けるこ
とを目的とした産学官連携共同教育プログラムなど、本学ではより一層産学官連携教育の充実をめ
ざしています。
　ものづくり産業の一大集積地である中京地域の活性化は、わが国のイノベーション創出の鍵を
握っていると言っても過言ではありません。世界トップレベルにあるセラミックス材料関連の技術
開発力強化のため、JFCC が「技術の橋渡し拠点」として一層発展されることを期待しております。

これからの産学官連携
国立大学法人名古屋工業大学

学長　　鵜飼　裕之
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事業報告

　1０月１０日 ( 金 ) 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファインセラミックスシンポジウム２０１４を
開催しました。
　本年度は『省エネと CO2 削減に貢献する先端セラミックス技術〜革新的輸送機器部材の将来展望〜』と題して、第一
線でご活躍の方々に、自動車を始めとする輸送機器の燃費向上による省エネと CO2 排出削減をめざした革新的輸送機器
部材について、その開発は現在どこまで進展しているのか、また、この開発にセラミックス技術がどのように貢献してい
るのかを、わかりやすくご講演いただきました。
　企業・研究機関・官公庁等から 200 名を超える方々が参加され、活発な討議が行われ、意義あるシンポジウムとする
ことができました。来年度も皆様のご希望をできるだけ取り入れるように企画立案いたします。

　基調講演　「革新的構造材料の開発動向」
　　新構造材料技術研究組合　　 理事長　岸　輝雄　氏

　講演１　　「自動車の CO2 削減に繋がる材料技術」
　　トヨタ自動車（株）材料技術領域　材料技術統括室　　室長　梅村　晋　氏  

　講演２　　「量産車用熱可塑性 CFRP」 
　　　東京大学大学院工学系研究科　システム創成学専攻　　教授　髙橋　淳　氏

　講演３　　「航空エンジン用耐熱複合材料」
　　　（株）IHI　航空宇宙事業本部　技術開発センター　　主幹　中村　武志　氏

　講演４　　「耐環境性セラミックスコーティング」　　　　　　　　　　　　　　
　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　材料技術研究所　　グループ長　北岡　諭

ファインセラミックスシンポジウム２０１４開催

講演：梅村先生 シンポジウム会場

　10 月 10 日 ( 金 ) に愛知産業労働センター ウインクあいちにて、第 3 回目の
JFCC 懇話会を開催しました。岡本理事長の挨拶に始まり、JFCC の活動報告、
参加企業･団体様の PR プレゼンテーション、そして懇親会により、参加企業･団
体相互および JFCC 役職員との交流を深めることができました。

第３回 JFCC 懇話会の開催
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　11 月５日（水）、第３回目の「研究技術委員会」を開催しました。委員長の名古屋大学 河本邦仁教授をはじめ、１４名
の委員の方々に出席いただきました。
　昨年開催した第２回研究技術委員会での意見まとめとその対応について高田所長より報告した後、以下のトピックス３
件を報告しました。

　１）過熱水蒸気を利用した CFRP 廃材からの繊維回収技術
　　　　和田匡史（材料技術研究所・高信頼性材料Ｇｒ、上級研究員補）
　２）理論計算による次世代電池材料の研究
　　　　クレイグ・フィッシャー（ナノ構造研究所・計算材料Ｇｒ、主任研究員）
　３）JFCC における熱伝導率評価技術
　　　　小川光恵（材料技術研究所・材料評価・試作Ｇｒ、上級研究員）

　今回も研究の進め方について、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関の方々からは学術面の視点で忌憚のない
ご意見、ご要望をいただきました。

事業報告

　11 月 27 日 ( 木 )、JFCC にて、名古屋市工業研究所･あいち産業科学技術
総合センターと JFCC の 3 研究機関で合同の研究発表会を開催しました。｢ エ
コマテリアルとしてのセラミックスの活用 ｣ というテーマでの 75 名の参加
者がありました。今回は件の基調講演と３研究機関で５件の発表と JFCC の
見学会が催されました。

名古屋市工業研究所･あいち産業科学技術総合センター･ JFCC 合同研究発表会
　　〜明日を拓くモノづくり新技術 2014 〜 の開催

　９月５日（金）１３時〜１５時３０分、研究設備・試験評価設備見学会を開催しました。２２名の方に参加いただき、ホ
ログラフィ電子顕微鏡をはじめ、収差補正走査型電子顕微鏡、環境顕微鏡、高分解能ＳＥＭ、ＦＩＢ加工装置、3 次元Ｘ
線ＣＴ装置、股関節評価装置、熱特性評価装置、人工光源評価装置、電波吸収特性評価装置、ＥＢ - ＰＶＤコーティン
グ装置などを見学していただきました。

研究設備・試験評価設備見学会を開催

　10 月 23 日（木）に、ＪＦＣＣ、名古屋工業大学、東京工業大学、物質・材料研究機構の４セラミックス研究機関合同
講演会が名古屋工業大学に於いて開催されました。４セラミックス研究機関合同講演会は、今年で 15 回目となり、今回
の合同講演会では「セラミックスイノベーション　−未来を拓く材料設計と機能応用−」をテーマに８件の講演が行われ、
ＪＦＣＣからも以下の２件の講演を行いました。

　　「パワーデバイス用４Ｈ -Ｓi Ｃ結晶の欠陥検出と欠陥構造」
　　　　　石川由加里　（材料技術研究所・機能性材料グループ長　主席研究員）
　　「過熱水蒸気を利用したＣＦＲＰのリサイクル −炭素繊維回収と繊維表面改質−」
　　　　　和田匡史　（材料技術研究所・高信頼性材料グループ　上級研究員補）

　約１４０名の参加者があり、活発な質疑がなされました。４機関それぞれの研究トピックスを知り交流を深める上で大
変良い機会でした。なお、来年度はＪＦＣＣにて開催する予定です。

第 15 回　４セラミックス研究機関合同講演会の開催

第３回 研究技術委員会の開催
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研究成果

　太陽光から高温の熱源を作り出す原理は、虫眼鏡で光を集めて紙を燃やせる仕組みと同じです。広く普及している集光
方式「トラフ型」では、雨どい型のミラーで線状に光を集めて、その集光ラインに「レシーバ（集熱管）」と呼ばれる長さ
約 4m の管を配置します。太陽熱発電プラントでは、このミラーとレシーバを何十 km も繋げ、そのレシーバの中にオイ
ルなどの熱媒体を流して 400℃程度まで加熱し、その熱で発電タービンを回して発電できます。

　この太陽熱システムにおいて、太陽光を熱に変換するキーデバイスは「レシーバ」であり、その変換効率が重要です。まず、
真空断熱のためにガラス管で覆われています。その内部のステンレス管表面には、太陽光を 90% 以上吸収できるとともに、
加熱された表面から熱（赤外線）を逃がさない特殊な膜（選択吸収膜）が形成されます。

　太陽熱発電プラントなどは大規模な設備になるため、このレシーバの変換効率を数 % 向上できるだけで設備費用を大
きく削減できます。ところが、このレシーバの変換効率を正確に測定できる技術がこれまでありませんでした。屋外にて
10m ほどの長さでミラーとレシーバを一式揃えたフィールドテストも試みられていますが、自然の太陽光のため日射量が
変動し、集光ミラーの精度も不確定なため、レシーバ効率を正確に測ることは難しいようです。また、ドイツ航空宇宙セ
ンターなどでは人工ソーラー光源によるレシーバ性能評価を試みていますが、ある標準サンプルに対して良いか悪いかと
いう相対比較しかできないようです。

　そこで、JFCC では、このレシーバの性能向上を目指した材料開発に加えて、その変換効率を正確に測定するシステム
技術として、人工ソーラー光源による太陽熱シミュレータの開
発を進めています。光源に Xe ランプを使うことで太陽光に近い
スペクトルを作ることができますが、長さ 4m ×太さ 70mm とい
う細長い管に対してライン状に高倍率の集光状態を作り出す技
術がありませんでした。ランプ配置やレンズ設計により、トラ
フ型に近い光の入射角度なども考慮してライン集光を可能とし
ました。さらに、その集光ラインの光の強さの分布を計測する
ことで、レシーバへの「入力エネルギー」を測定可能としました。
一方、このレシーバに熱媒体を流して入口と出口での温度差か
ら回収熱量つまり「出力エネルギー」も測定できます。この「入
力」「出力」エネルギーの比から変換効率を求められます。

　この太陽熱シミュレータの活用によりレシーバの変換効率を
正確に測れるようになれば、レシーバの効率向上を目指した部
材開発を支援できるだけでなく、そのレシーバ性能データをも
とにプラントの最適設計に反映させることで太陽熱利用システ
ム全体のコスト低減にも貢献できると期待しています。

　この成果は、経済産業省／三菱総合研究所「新エネルギー等
共通基盤整備促進事業」の委託業務の結果得られたものです。

太陽熱レシーバ評価のための人工光源シミュレータ開発
太陽光から熱への変換効率を正しく測るための、世界初の評価技術
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研究成果

　コンデンサは電子回路に欠かせない部品であり、需要も年 、々急速に伸びています。特に、積層セラミックスコンデン
サ（MLCC）は、携帯電話では 1 台あたり約 200 個、パソコンで 500 個、自動車には 1,000 個程度搭載されていると言
われています。技術開発競争が激化している積層セラミックスコンデンサ（MLCC）において、更なる高性能化に向けて高
誘電率材料が盛んに研究されています。ＪＦＣＣナノ構造研究所、産業技術総合研究所の研究グループは、実験の困難さ
などのためこれまで、明らかにされていなかった、有限温度での誘電率の温度依存性をシミュレーションできる技術開発
に成功しました。
　この成功を契機として、これまで MLCC 材料において不明な部分の多かった誘電率の温度依存性が支配されている要
因についての原子レベルでのメカニズム解明の研究が促進され、高性能 MLCC 開発のブレイクスルーになることが期待さ
れています。
　本研究の成果は、イギリス学術誌モレキュラー　シミュレーション（Molecular Simulation）電子版 7 月 28 日に掲載さ
れました。

　近年では高性能小型大容量 MLCC としての研究開発も盛んに行われており、世界各国でその開発技術競争が激化して
います。更なる高性能化に向けて高性能 MLCC 材料が盛んに研究されています。MLCC 材料としてはぺロブスカイト型結
晶構造を有するチタン酸バリウム（BaTiO3）を主成分として、種々の添加元素を加えて用いられており、それらが誘電率
の温度依存性にあたえる影響およびそのメカニズムの解明が求められていました。
　今回、同グループは、代表的な MLCC 材料である BaTiO3 の誘電率の温度依存性をシェルモデルを用いた分子動力学
法計算と呼ばれる理論計算により、原子レベルで誘電率をシミュレーションできる技術の開発に成功しました。この手法
を用いることにより、これまで有効ハミルトニアン法などでは研究することが難しかった添加元素が誘電率の温度依存性
に与える影響をシミュレーションすることが可能になります。
　本結果により、MLCC 材料中の誘電率の温度依存性の起源の一端が原子レベルで明らかになったことを受け、この分野
の研究が促進され，高性能 MLCC 開発にさらに拍車がかかるものと期待されています。（添付図面参照）

誘電率の温度依存性を原子レベルでのシミュレーション技術開発に成功
次世代積層セラミックスコンデンサ材料開発のためのブレイクスルー

ＪＦＣＣナノ構造研、産業技術総合研究所の共同研究
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トピックス

　10 月 22 日 ( 水 ) 〜 10 月 24 日 ( 金 ) の 3 日間、ポートメッセ名古屋 ( 名古屋市国際展示場 ) で開催された第 4 回
TECH Biz EXPO2014 に出展しました。｢ 次世代ものづくり基盤技術産業展 ｣ というテーマで次世代自動車、航空機等こ
れからのモノづくりに役立つ技術の展示会で、JFCC はモノづくりに貢献する評価技術を紹介しました。初めての出展でし
たが、特徴のある評価技術に興味を持っていただき多くの来場がありました。

TECH Biz EXPO2014 へ出展

　９月２７日 ( 土 )、中国／北京において、清華大学とのワークショップを開催しました。
清華大学／ State Key Lab．of  New Ceramics & Fine Processing とは技術的交流を目的とした協力協定を締結しており
ますが、ワークショップ開催は今回で５回目となります。
　今回は中国／上海珪酸塩研究所、中国／武漢理工大学、スペイン／アラゴン研究所等も参加し、活発な討議が行われ、
意義あるワークショップとすることができました。
　なお、JFCC からは下記演題で講演しました。

　講演１　「 Recent epoch-making JFCC ﾕ s achievements in material science 」
（材料技術研究所長　ナノ構造研究所長　　高田　雅介）

　講演２　「 A solar simulator for the measurement of heat collection efficiency of parabolic trough receivers 」
（材料技術研究所　エネルギー材料 G　　黒山　友宏）

　講演２　「 3D reconstruction technique using focused ion beam-scanning electron microscopy dual beam system 」
（ナノ構造研究所　微構造・界面解析 G　　加藤　丈晴）

中国／清華大学との第５回ワークショップ開催
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世界最先端の技術を学ぶ良い機会となった。

　今回訪れたプラハは、音楽家のスメタナ、ドヴォルザー
クが生誕し、モーツァルトゆかりの地でもある。教会で
は連日コンサートが行われており、街を歩けばいたるとこ
ろでクラシックやチェコ民謡の路上演奏が心地良く鳴り
響いていた。
　最後に、今回の国際会議への参加に多大なご支援・ご
尽力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。

エアポケット

　9 月 8 日から12 日までチェコ共和国のプラハで開催さ
れ た、18th International Microscopy Congress (IMC)
に参加した。IMC は 4 年に一度開催される、顕微鏡学に
おいて最大級の国際会議であり、顕微鏡のオリンピック
と呼ばれている。68 ヶ国から 3,000 名の参加者が集い、
顕微鏡装置・観察手法、材料科学、生命科学、学際領
域研究の 4 つのセッションについて、合わせて 2,300 件
の口頭発表、ポスター発表が行われた。
　

　私は、環境制御透過型電子顕微鏡 (Environmental 
Transmission Electron Microscopy (ETEM)) を用いた燃
料電池用電極触媒の水蒸気中における劣化機構解析に
ついて 1 件の発表を行った。ETEM とは、電子顕微鏡の
中でガスや温度を試料に付与することにより、触媒等の
機能性材料の動作環境を模擬し、材料の挙動をリアルタ
イムで観察する手法である。燃料電池用電極触媒は、白
金ナノ粒子がカーボン担体上に配置された構造となってお
り、耐久性の向上が課題となっている。燃料電池におけ
る化学反応では水分子が生成しており、ETEM を用いる
ことにより水蒸気中での触媒の劣化機構を解析した。得
られた知見として、白金ナノ粒子がカーボン担体上を移動・
凝集し、その移動速度が白金ナノ粒子のサイズに依存す
ることについて報告した。
　発表では、解析手法についてアドバイスを頂戴したり、
類似した触媒ナノ粒子の研究者と情報交換を行うことが
でき、収穫が得られた。
　ETEM の研究分野においては、近年新しいチャレンジ
として液中の試料を観察する技術が開発されており、燃
料電池や Li イオン電池、生物試料への応用が期待され
ている。IMC では液中観察を種々の材料系に応用した研
究が多数報告されていた。液中観察の講演では、会場の
座席が満席になり、立ち見の聴講者が部屋の外まで溢れ
ていたことから、注目されている技術であることを感じた。

国際顕微鏡学会（IMC2014）参加報告
研究企画部　長島 真也

会場のプラハコングレスセンター

プラハ市街での路上演奏

ポスター発表の様子
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職員紹介

事業案内

の動きJFCC

事務局　人事・調達グループ
小西　彰
　8 月 1 日付けで中部電力株式会社から出向してまいりました小西彰と申します。
　中部電力では、主に給与・社会保険等の人事業務を担当しておりました。
　JFCC では事務局の一員として、中部電力で経験していない採用・退職等の人事業務に加え、物品
等の調達発注業務を初めて経験することになり、メンバーに助けられながら日々勉強の毎日です。
　当財団は、パートタイマー等を含めて約１００人が働いている小所帯の職場でありますが、フレッ
クス勤務であることと、執務室以外に研究室・実験室があり、また出張等も多く、なかなか研究所
の方と顔を合わせる機会が少ないため、財団の職員として認められるようできるだけ顔を見て話す
機会を設けるようにしています。
　研究所の事務方として、研究所職員が健康で働きがいを持って過ごせる環境を維持していけるよ
う、サポートしていきたいと思います。
　休日には、子供のサッカーの試合の応援に行っています。公私ともにワークライフバランスの充
実した日々を過ごしたいと思います。よろしくお願いします。

　日本最大規模のナノテクノロジーに関する展示会 ｢nano 
tech2015｣ ( 第 14 回ナノテクノロジー総合点・技術会議 )
に出展します。今回は最大の 15 展示会併設となります。
　JFCC ブース（6W-27 東 6 ホール ) へのご来場をお待ち
申し上げます。

 ● 開催日時：1 月 28 日 ( 水 ) 〜 30 日 ( 金 )
 ● 開催会場：東京ビッグサイト 東展示棟１〜６ホール

   nano tech 2015 展に出展予定
　第 6 回ナノ構造研究所講演会を下記テーマで開催いた
します。（参加費無料・事前申し込み）

テーマ	「急速に発展する収差補正走査透過電子顕微鏡
　　　　（STEM）と材料解析」

 ● 開催日時：2015 年 1 月 22 日（木）　午後
 ● 開催場所：JFCC　研修室
 ● 参加費　：無料
 ● 申し込み：事前登録
　ＪＦＣＣのホームページ http://www.jfcc.or.jp/ からお
申し込みください。

   第６回ナノ構造研究所講演会

平成２６年７月３１日付
　出向元復帰
　　研究企画部　研究推進グループ　担当部長			   齊藤　勤　（日本特殊陶業（株））

平成２６年１０月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ　技師補		  加賀　政行

人の動き

○公益財団法人大倉和親記念財団より、2014 年度（第 45 回） 研究助成金 100 万円の贈呈を受けた。
　研究助成金贈呈日　　　平成２６年１１月２８日
　研究助成金受領者　　　鈴木　俊正
　助成対象研究題目　　　酸化物砥粒によるガラスの化学機械研磨メカニズムの解明

表　彰
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